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トーリック眼内レンズ挿入眼の裸眼視力
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目的：トーリック眼内レンズ（IOL）挿入眼の裸眼視力と残余乱視，

瞳孔径との関連性について検討した。

方法：白内障以外の眼疾患を有さず，同一術者により術前マーキン

グ，白内障手術を施行した23例23眼を対象とした。術後6カ月で視力，

瞳孔径を測定し，裸眼視力を目的変数，残余乱視，瞳孔径を説明変数

として重回帰分析を行った。

結果：トーリックIOL挿入眼の裸眼視力は，残余乱視，瞳孔径との相

関が認められた。

結論：トーリックIOLにおいて術後視機能に残余乱視，瞳孔径が関与

することが示唆された。
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1．緒言

白内障手術時に乱視を矯正することで裸眼視力向

上を目指した付加価値眼内レンズ（以下ＩOL）であ

るトーリックIOLが普及している。また非球面IOL，

多焦点IＯＬといった付加価値IOLでは，瞳孔径の大

きさが術後視機能に影響を与えることが知られてい

る。そこで今回我々は，トーリックIOL挿入眼の裸

眼視力と残余自覚乱視，術後瞳孔径との関連性につ

いて検討した。

2 ． 方法

白内障以外の眼疾患や不正乱視を有さず，同一術

者により術前マーキング，白内障手術を施行予定で

あったEmery-Little分類でＧｒａｄｅ２～４の２３例23眼を

対象とした（平均年齢73.7±6.0歳)。術後6カ月で視

力，瞳孔径を測定した。瞳孔径の測定にはプロシオ

ンP3000（ハーグストレイトＵＫ社）を用いた。暗室

＊札幌徳洲会病院眼科

＊＊旭川医科大学眼科学講座

2011年６月２２日受付

にて5分間の暗順応後にScotopic，MesopicLow，

MesopicHighの3条件での瞳孔径を測定し，測定値

は角膜などの屈折の影響をなくすために1.14で除し

た')。今回，瞳孔径は視力測定条件に最も近い

MesopicHighの値を用いた。そして，術後6カ月の

裸眼視力を目的変数，残余自覚乱視，術後瞳孔径を

説明変数として重回帰分析を行った。

術前マーキングおよび手術は全症例筆頭著者が

行った。術前マーキングは角膜上にスパーテルによ

る圧痕作製後に前眼部撮影し，デジタル写真を

PhotoＳｈｏｐ（Adobe社）による加工で，マーキング

位置とトーリックIOL軸を決定した写真を印刷して

手術時に使用した（図1)。術式は写真を参考に切開

位置の上方90.,トーリックIOL軸の術中マーキン

グを行い，2.4ｍｍ強角膜切開による超音波水晶体乳

化吸引術を施行した。その後，切開創を拡大せずに

MonarchⅡD-cartridge（Alcon社）でトーリックIOLを

挿入した（SN6AT3：１３眼，ＳＮ６ＡＴ４：６眼，ＳＮ６ＡＴ５：

4眼)。全症例で術中，術後合併症を認めなかった。
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